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研究成果の概要（和文）：哺乳類は約30億塩基対のDNA（ゲノム）によって生体をコントロールしている。一方
で、自身の細胞数を超える規模の細菌が共生しており、宿主の生命活動を助けている。それぞれの細菌が持つ遺
伝子の総体はメタゲノムと呼ばれる。本研究では、霊長類のゲノムとメタゲノムがどのように共進化してきたか
を探った。京都大学が飼育する約50頭のチンパンジーから糞便を採取し、16Sシークエンシング法によって腸内
細菌叢の構成を明らかにし、個体の由来や遺伝子多型との関係を検証した。また、日本モンキーセンターの飼育
霊長類や、国内外の野生霊長類の腸内・口腔細菌叢も解析し、種特異性や系統類似性について確認した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to elucidate the genome and metagenome association in 
captive and wild primates. Fecal samples of about 50 captive chimpanzees in Kyoto University were 
collected and subject to 16S rRNA sequencing analysis for symbiont gut bacteria. Relationship 
between individual background (especially genomic polymorphisms) and 16S diversity was analyzed. 
Fecal and oral bacterial samples of many primate species in Japan Monkey Centre and some field areas
 were collected for analysis of metagenomic profile in terms of species specificity and phylogenetic
 constraint.

研究分野：分子生態学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ゲノムとメタゲノムは哺乳類をはじめとする多細胞生物の生命活動の根幹を支えるが、その両者の連関について
の理解はまだ乏しい。そうした視点で研究を進めることは、基礎的な進化生物学の理解につながるとともに、ヒ
トに最も近縁なチンパンジーを対象としたことで、ヒト自身のゲノム、メタゲノム進化の背景を探る契機となっ
た。また、メタゲノムの確立は後天的要素が大きいものなので、飼育下動物の福祉にも貢献する知見である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
哺乳類は自身を構成する数十兆個の細胞ひとつひとつに含まれる、約 30億塩基対の DNA配列
（すなわちゲノム情報）によって生体をコントロールしている。一方で、自身の細胞数を超え
る規模の細菌が各器官に共生しており、宿主の生命活動を助けている。それぞれの細菌が持つ
遺伝子の総体はメタゲノムと呼ばれ、まるでひとつのゲノムのようにふるまっているとみなさ
れている。自身のゲノムと、共生細菌のメタゲノムは、長い多細胞生物の進化過程において緊
密な関係を持ち、共進化してきたと考えられる。本研究では、こうした共進化現象について、
次世代シークエンシング手法を駆使して解析した。 
 
２．研究の目的 
 
ヒトを含む霊長類を対象として、ゲノムとメタゲノムがどのように相互作用しあい、共進化し
てきたかを、種内多型や種間系統比較の観点から明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
さまざまな霊長類から共生細菌試料を収集し、網羅的に菌叢を知るための 16Sシークエンシグ
法を適用した。また、組織サンプルも収集することで、宿主霊長類側のゲノムも解析した。特
に、京都大学が飼育する約 50 頭のチンパンジーから糞便を定期的に採取し、腸内細菌叢と、
個体の由来や遺伝子多型との関係を検証した。世界最多の約 60 種霊長類を飼育する日本モン
キーセンターの個体から、腸内・口腔細菌叢も解析し、種特異性や系統類似性について確認し
た。共生細菌叢の決定には後天的要素が強いため、国内外の調査地における野生霊長類の解析
もおこなった。 
 
４．研究成果 
 
京都大学の約 50頭の飼育チンパンジーや、日本モンキーセンターをはじめとする国内動物園で
飼育されているさまざまな霊長類種の腸内細菌叢の種内多様性や種間差を明らかにし、個体情
報・遺伝子多型や系統制約との関係の一端を知ることができた。また、野外調査地で腸内細菌
叢を非侵襲的に収集し、フィールドでの保存、運搬、分析をする手法の確立と、生態との関係
を検証することを、野生のニホンザルを対象として実施した。ニホンザルの腸内細菌叢と、テ
ングザルの胃内細菌叢に関する論文を出版した。霊長類や非霊長類での比較ゲノム解析もおこ
ない、共同研究論文を発表した。 
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